










鹿児島県保険医協会アンケート結果の抜粋
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鹿児島市内 0 1 0 3 1 3 81 1 85 0 1 3 83 2 88

鹿児島市以外の
原発周辺８自治体 6 1 14 6 0 46 29 5 80 10 1 57 35 6 98

合　計

（＊）避難計画未作成の理由（複数回答）
「作成方法が分からない」・・・１０９、「避難計画が無意味だと思う」・・・３３、その他・・・５０

●実施期間　 2015年2月1日～2月20日

●対象

鹿児島県保険医協会実施のアンケート結果をもとに藤野保史事務所作成

川内原発周辺の医療・介護施設の避難計画の状況

原発周辺８自治体の病院・有床診療所、介護福祉施設
　３２２機関（うち、１１０機関から回答）　［回答率３４．２％］

鹿児島市内の病院・有床診療所、介護福祉施設
　３８９機関（うち、９０機関から回答）　［回答率：２３．１％］

未作成（＊） 説明あり 説明なし作成ずみ

8 165

今後作成予定

　　　　　　　　鹿児島市以外の原発周辺８自治体・・・長島市、阿久根市、出水市、薩摩川内市、さつま町、姶良市、いちき串木野市、日置市

24 12 186

避難計画作成に関する
自治体等からの説明

避難計画の作成状況
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屋内退避の課題 “誰が残るのか”
福島で事故が起きたとき、医師や看護師はどう考えたのか。
屋内退避を経験した南相馬市の病院を訪ねました。
院長の金澤幸夫さんは事故の４日目 職員 人 人に病院に残るかどうか

屋内退避の課題 誰が残るのか

院長の金澤幸夫さんは事故の４日目、職員一人一人に病院に残るかどうか、
判断を任せることにしました。
原発事故が深刻化する中、職員の３分の２が病院を離れていきました。

その一人、看護師の佐藤理香さんです。その 人、看護師の佐藤理香さんです。
悩んだ末、小学生の娘と息子を連れて県外に避難しました。

看護師 佐藤理香さん
「ふだんあまり言わない子どもたちが、（病院に）もう行かないでって。
スタッフが頑張っていたのを知ってて、それでも（病院に）戻らなかった、
戻れなかったというか、戻らなかったんですね。
最終的には自分の判断なので。
今もつらいです、本当に。本当に無責任だったなと思って。」

一方病院に残った職員も、当時の判断が正しかったのか今も悩んでいます。
看護師の小野田克子さんです。
一度は福島市に避難した中学生の娘。
お さんと離れたくな と言われ 病院 緒 寝泊まりする と なりま たお母さんと離れたくないと言われ、病院で一緒に寝泊まりすることになりました。
娘を危険にさらしてしまったと考えています。

看護師 小野田克子さん

「（娘に）『死んでもいいからお母さんのそばにいる』と言われて そういうの 出所：2014年3月5日放送 ＮＨＫクローズアップ現代「（娘に）『死んでもいいからお母さんのそばにいる』と言われて、そういうの
を後から聞いた時に、なんて（自分）勝手というか。
自分の好きなことをさせてもらったとしか言えない。」

出所：2014年3月5日放送 ＮＨＫクローズアップ現代
「原発事故にどう備えるか 検証 避難計画」
（ＮＨＫホームページ）から
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「去るも地獄、残るも地獄」という
状況を作らな ため 試み状況を作らないための一つの試み

“ゼロアワー・ルール”（事前予測可能な災害について）（ ）

出所：東京海上･日動リスクコンサルティング株式会社資料（災害時におけるタイムライン（事前対応計画）の導入）
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